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1 調査に至る経緯・経過

姫路市東駅前町 72-1、73-1において自転車

駐車場の建設が計両された（図 1)。対象地は

姫路城城下町跡（県遺跡番号 020169) に該当

するため、平成 26年 6月 6日に確認調査（第

323次調杏：調杏番号 20140121) を実施した。

この結果、遣構が良好に残ることが確認され

た。その後、開発主体者と協議を重ねたが、

建築計画の変更は困難との結論に至り、基礎

部分を対象に本発掘調査（第 325次調査：調

査番号 2014230) を実施する運びとなった。

調査期間は平成 26年 8月 9日~29日で、調

査面積は 136.86面である。現地調査終了後、

出土品等の整理作業を開始し、本書の刊行を

もって完了した。

2 調査の概要

調査地は姫路城城下町の南部の外曲輪内に

位置する（図 2)。調査区の南半では戦後の掘

削等が広範囲に認められたが、それ以外では ｝ 

溝、土坑、ピットなどの遺構を検出した（図 3)。

東端部では約 25cmの表士、約 10cmのにぶい

黄橙色士の下にマンガンの集積した黄橙色粘

質士が認められ、溝、ピットを検出した（写

真 3)。中央部では約 20cmの表士・戦災焼士

を含む幣地層、約 10cmのにぶい黄橙色土、約

10cmの灰白色上（旧耕上）が存在し、その下

に 10cm以上にわたり灰黄褐色シルト質細砂・

暗褐色シルト質粘士が堆積していた。開発工

事が深さ 50cm以上に及ばないことから、掘削

は標高 11.2m付近で停止した。中央部では灰

白色上を切り込むピット（写真4)、灰黄褐色

シルト質細砂を切り込む士坑（写真 5) を検

出した。西端及び南端部では間知石列（写真6)

を、西端部では近代の煉瓦基礎を検出した。

今回の調査で出士した遺物は、備前焼揺鉢

(1)、丹波焼のラッキョウ徳利 (2)、内外面

に打刷毛目を施した施釉陶器碗 (3)、内面に

蛇ノ目状釉ハギ及び格子文を有す肥前系染付

磁器皿 (4)、蛇ノ目凹形圏台をもつ染付磁器

皿 (5)、瀬戸美濃系染付磁器端反碗 (6)、

外面に草花文を描いた肥前系染付磁器碗 (7)、

くらわんか手の肥前（波佐見）系染付磁器碗

(8) のほか、外面に柿釉を施しだ規炉の風口

部の蓋 (9)などがある（写真 1・2)。

、-・-, ~ 
f.-, ~-•- I -- 0 (1 :2, 000) 

t ---~- iiiiiiiiiiiiiii -. I 
,-....,_ 

｀` f --、
50m .._ 

—~ ... 

図1 調査区配置図
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図3 遺構全体図・断面図

まとめ

城下町絵図から調査地は姫路城城下町外縁部の武家屋敷地に比定される。調査範囲の制約か

ら、今回の調査成果のみで遺構の性格を言及できるものではないが、出士遺物は 17世紀後半か

ら 19枇紀代にわたっており、江戸時代中期から幕末頃の外曲輪内の武家屋敷地における生活の

一端を窺うことができた。
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写真 1 陶磁器 写真2 煙炉の風口部の蓋



r・.? グ、`

' 
I . - ,__ -•- .'  

ぇ~:~t~~〗
:;~·. . . . • .'. -• : 1!',, .... 
. :、・：-冷妙心・. .• ・, . . -~~: ::-• 

冷:-:···~
、、“

し

．ゞ.. .. 
’’ ｀ 
.. 

｀ 
•: .. 

A
 

写真3 北東部で検出した溝・ピット（南西から）

写真5 中央部で検出した土坑（北から）

写真4 中央部で検出したピット（北から）

写真6 南端部で検出した間知石列（南西から）
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1 本書は、姫路市東駅前町72-1、73-1で実施した姫路城城下町跡（姫路城跡第325次）発掘調査の報告

吾である。
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た。
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